
ネットウ一っコンピューティング時代の新情報システム

日立製作所が目指す湧サトサーク時代の新しい情報シス形､
一分散オブジェクト技術活用の新情報システムー

Newlnformation SystemsfortheNetworkAge

-UtilizingDistributed ObjectTechnologY一

l大島信幸
几)み町〟々才(太ぁわ朔α

木村 勇 ムα∽〟〟才∽〟m

FOREFRONTwithCyberspace-Networked Computing

企業･社会活動,家庭生活をグローバルなネットワーク空間で営む,
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日立製作所が目指すネットワーク時代の情報システム

"FOREFRONTwithCyberspace''をコンセプトとして,企業,社会,

の情報システムの創造を目指す｡

｢金融ビッグバン+,｢規制緩和+,｢大競争時代+などの

話題で象徴されるように,社会や産業界は,厳しい｢変

化の時代+を迎えている｡

日立製作所は,1996年5月に,これからの情報システ

ムの基本コンセプト"FOREFRONTwithCyberspace

を発表し,これら変化の時代にあって,企業や社会･公

共機関の構造変化への対応や競争力強化のためのスピー

ドへの対応,経営戦略の立案,顧客サービスの向上など

のニーズにこたえるため,インターネット･イントラネ

ットやセキュリティ,｢目立コマース･ソリューション+

などのソリューションを提案してきた｡さらに1997年7

月には,個々の情報システムを分散オブジェクト技術で

効率的に相互連携するためのソリューションを"Net-

家庭の間に,ネットワークされたコンピューティング環境を実現するため

workObjectplaza''として体系化するなど,企業活動や

社会活垂加 家庭生活をグローバルなネットワーク空間で

営めるようにするための情報システムの構築を目指して

いる｡

この論文では,企業活動を中心に｢情報システム+に

今何が求められ,今後どのように情報システムを進化さ

せて企業活動を支えていくことが必要なのかを述べると

ともに,これから迎える本格的なネットワーク時代に対応

するため,メインフレームやサーバなど異なるシステム

間のアプリケーションを効率的に連携させるための分散

オブジェクト技術を活用した新しいソリューション

"NetworkObjectplaza''のねらいと特長,その効果につ

いて概説する｡
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はじめに

厳しい｢変化+の時代を迎えている経済･産業界では,

企業内で業務処理を行う効率目的だけの情報システムで

はなく,新しい技術を活用しながら進化し,企業内の新

たな価値創造の活動を支え,ビジネススピードの向上や

経営戦略の立案,顧客と直結したビジネスによるサービ

スの向上などを実現する新しい情報システムを求めて

いる｡

このような,企業の環境変化や技術の進化に対応した,

企業活動だけではなく,社会生活や家庭生活とも共生で

きる信頼性の高い情報システムを構築するには,さまざ

まなプラットフォーム上のアプリケーション間を連携す

ることができる｢分散オブジェクト技術+の導入が有効

である｡

分散オブジェクト技術は,インターネットと高い親和

性を持ち,(1)既存メインフレームの資産と新業務の連携

が可能で,(2)サーバシステムの変更,拡張や,(3)高い流

通性を持つアプリケーションパッケージの導入も容易に

なるなど,ビッグバンを控えた金融業界や,グローバル

標準化を目指す製造業界,マルチベンダシステムの連携

を図る公共,電力業界など,その適用への期待は大

きい｡

ここでは,日立製作所の分散オブジェクト活用ソリュ

ーション体系である"NetworkObjectplaza''の特徴と,

その効果的な適用事例について述べる｡

ネットワークの進展

●インターネットの急成長

2000年には1億ホスト,

10倭ユーザー

●パソコンの急激な普及

経営環境の変化

●金融ビッグバン

●規制律和

●大競争時代

企業情報システムの問題点

市場環境と情報システムに対する

期待と対応要件

｢金融ビッグバン+,｢規制緩和+,｢大競争時代+など,

社会と産業界を取り巻く環境の大きな変化の中で,企業

は,正に｢強い企業+への進化を最大課題にしていると

同時に,共に成長してきた情報システムに対しても,そ

の期待を大きく変化させている｡

過去の右上がりの安定成長時代の情報システムは,企

業の業務効率化や省力化を最大の目的として発展してき

た,いわば｢効率追求型システム+として企業の発展に

貢献してきた｡しかし,現在の｢変化+や｢スピード+

の時代にあっては,新しい情報技術を活用して価値を創

造し,企業活動の新たな進化を支えることが必須の課題

になっている｡換言すれば,企業が大競争に勝ち抜くた

めのビジネススピードの向上や経営戦略の立案,事業拡

大などに結び付く,価値創造型の情報システムが求めら

れている(図1参月別｡具体的には,(1)独立に存在する企

業内のおのおののシステムを連携して業務の改善とスピ

ードアップを図りたい,(2)他企業と連携したシステムを

構築し,ビジネス拡大を図りたい,(3)コンシューマーや

公共機関と直結したシステムを構築し,競合他社よりも

優れた顧客サービスを提供したいなど,情報システムヘ

のニーズはますます高度化している｡

一方,これらの高度化する情報システムに対するニー

ズに対し,ユーザーはすべて新しくシステムを作り直す

ことは難しく,これらのニーズに活用できる膨大かつ貴

重な経営データベースを中心とした既存の基幹系システ

ムや,企業内の各所に存在する既存システムを,そのま

企業情報システムヘの期待と具体的ニーズ
誠

筍

∋
要

S

具体的二”ズ
濁

●企業内のシステム間を連携したい｡
当

●外部システム･ネットワークと連携したい｡
ここぺ､数

､)芝∨㌻鍔 ･ビジネス拡大のための企業間システムの連携

･コンシューマー･公共サwビスシステムとの連携

t

●異機種･複数システムの連携が困難

●既存システムと新システムの連携が困難

●既存システムの再構築を積討する人材
ドキュメントが不足

吟
●スピーディーな環境への対応性

●付加価値サービスヘの拡張性

く二>

●.分散オブジェクト瀕術活用の情報シネテ牟構築

図1 企業情報システム

への期待と具体的ニーズ

経営環境の変化に伴い,

情報システムヘの期待は効

率追求型から価値創造型に

変化する｡
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ま用いてシステムを改革したいというのが,切実で必然

的な要求条件である｡しかし,既存システムを活用して

システムの改革を行う場合,必ず直面するのがシステム

聞達携の難しさの問題である｡

すなわち,既存システム聞の連携や,既存システムと

新規に構築するシステムや他社システムとの連携は,相

手システムごとに接続連携方式が異なるために膨大な作

業時聞と費用がかかり,大きな陰(あい)路となってしま

うという問題である｡

これらの問題の解決にこたえるのが分散オブジェクト

技術であり,企業情報システムの企業環境変化に対する

スピーディーな対応性と,新しい付加価値システム,サ

ービスの実現のための拡張性を実現するためにきわめて

有用な情報システム構築技術である｡

これからの企業情報システムと

分散オブジェクト技術

3.1分散オブジェクト技術の活用効果

分散オブジェクト技術を活用した企業情報システムの

効果を図2に示す｡

分散オブジェクト技術は,先に述べた高度化する情報シ

ステムヘのニーズに,スピーディーに効率よく対応するため

に不可欠な技術である｡日立製作所は,分散オブジェクト

技術に関する業界標準化団体であるOMG(Object Man-

agement Group)で提唱しているCORBA(Common

Object Request Broker Architecture)と呼ばれる国際

的な標準インタフェース仕様を基本として,システムを構

築するためのオブジェクト(プログラムやデータ)間を連携

基幸手システム
メインフレーム,

UNIXサーバ*1など

固
既存システム資産活用

企業間システム連携

によるビジネス拡大

匝蚕室互夏至司

メインフレーム,

UNIXサーバな 摩郵

⊂]

UNIXサーバ

業務システム

企業システム

インターネットイントラネット

ー分散オブジ工クト技術

(通信)させてシステムを構築する仕組みを提案している｡

この技術を通用したシステムでは,世界標準である

CORBAのオブジェクト間連携インタフェースにより,

相手のハードウェア機種,オペレーティングシステム,

アプリケーションのプログラミング言語に依存しない連

携処理が実現でき,また,｢ラッピング+と呼ぶ技術の適

用により,既存のシステムもオブジェクトとして扱える｡

このため,既存の異機種システム間を連携させるシステ

ムの構築,拡張の大幅なスピードアップが可能となり,

また,メインフレームをはじめとした既存システムの利

用価値もますます増大する｡

分散オブジェクトシステムでは,アプリケーション開

発をプログラムの単位部品であるオブジェクトを組み合

わせて再利用するオブジェクト指向開発技法で行う｡こ

れにより,ユーザーはアプリケーションの新規開発,変

更が迅速に行える｡

3.2 NetworkObjectplazaの概要と特徴

NetworkObjectplazaは,日立製作所が大規模な基幹

システムの構築や,先進企業とのアライアンス(提携)を

通じて培った分散オブジェクト技術やSI(SystemInte-

gration)技術に基づいて,個々の情報システムを効率的

に連携するための分散オブジェクト技術を活用する製

品･サービスを体系化したものである｡具体的には,(1)

分散オブジェクト基盤,(2)システム連携基盤,(3)アプリ

ケーション,(4)開発環境,(5)システム管理環境の五つの

ソフトウェア製品と,高度な分散システムの構築を支援

するソリューションサービスの6種類の要素で構成して

いる(図3参照)｡

WindowsNT*2

サーバ

企業内システム連携

のスピードアップ

∠凱
至褒

コンシューマー連携による
顧客サービスの向上

分散オブジ工クト技術の活用効果

⑨

⊂]

WindowsNT

サーバ

コンシューマー

社会活動

既存システム資産を効果的に活用(ラッピンク技術)

各種業務処理を容易に連携(ハードウエア,オペレーテインク･システム,言語に依存

しない共通インタフェース)

パッケージソフトウェアを連携,活用

部品組合せ技術によるシステムの早期開発

注:*1UNIXは,対Open

Companyしimitedが独

占的にライセンスしている

米国ならびに他の国にお

ける登毒最商標である｡

*2WindowsNTは,米国

およびその他の国におけ

る米国MicrosoftCorp.の

登貪責商標である｡

図2 分散オブジェクト技

術を活用した企業情報シス

テムのイメージ

変化の時代の企業ニーズを

実現する情報システムを構築

する分散オブジ工クト技術の

活用の効果は大きい｡
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NetworkOb-ectIazaとは

･､ん世代の<業情報÷ス‾ム

システムの導入からシステム構築まで
のトータルなソリューションサービス

と業種別のソリューションを展開
伏 1E 日:/フ‾

を構築,支援するための製 情報システム構築を簡単かつスピード

アップするための部品と構築ノウハウ
をフレームワークとして提供

晶･サービス体系

さまざまなシステム環境が混在する情
報システムの運用管理を容易化する

コンポーネント
ソリ ー～ ､サービス

開発
アプリケーション

習土㍍号)
も情報システム構築のためのC＋十,COBOL,Java言語環境や開発ツール,

上位分析･章ル計ツール

システム

管理

環境

ー篇呈i昆斤早認諾長打〉
易化するコ/ポーネ/卜(ンス丁ム連携

容易化ツール,ラッピングツールなど)

分散オフシ工クト基盤

"CORBA”
CORBAに準拠した分散システムの基
盤となるORBなどのサービスを提供

するコンポーネント

注:略語説明 ORB(ObjectRequestBroker)

図3 NetworkObjectplazaの構成

次世代情報システムの構築を支援するためのソフトウェア製品

とサービス体系の6要素で構成する｡

詳細はこの特集の別論文を参照願いたい｡特に,シス

テム連携基盤の中のメインフレームやクライアント サ

ーバシステムの資源をそのまま活用して,新業務のアプ

リケーションサーバとの効率的な連携を実現するための

｢ラッピングツール群+,業務アプリケーションをスピー

ディーに構築するために共通部品をパッケージ化した

｢アプリケーションフレームワーク+,企業情報システム

の構築,運用を支援する｢ソリューションサービス+な

ど,種々の機能を特徴としている｡

3.3 NetworkObjectplazaのソリューション例と

システム改善効果

NetworkObjectplazaが提供する機能を活用し,既存

旅行業システムと外部システム連携によるワンストップサービス

旅行商品

予約発券

凰
店舗パソコン端末

(ブラウザ)

[コ

UNlXサーバ

(旅行業システム)

業務処理,

GUl処理

プログラム

VOS3 1

接続ラッパーヽ

TPBroker

′一

メインフレーム

働道,航空などのシステム)

■-ヽ

ラッピンク
＼座席予約

システム

′

一′.

データペース

システムの資産を活用しながらも,新規のシステムを組

み合わせることによって付加価値サービスを実現するソ

リューション事例について以下に述べる｡

(1)ワンストップサービスの旅行業システム

既存の複数業務システムを連携してワンストップサー

ビスを実現する旅行業システムの例を図4に示す｡この

例では,既存のメインフレームで構築されている座席予

約システムや,サーバシステムで構築されているホテル

システムなどをそのまま活用し,これらのシステムを相

互に連携することにより,新たなワンストップサービス

が実現できる｡内部的には,分散オブジェクト技術によ

って社内の顧客管理システム(既存),旅行商品,予約発

券システム(新規)をイントラネットで連携し,社外の座

席予約システムや旅行代理店端末とをインターネットで

連携することにより,顧客に対してトータルな旅行プラ

ンニングサービスの提供を可能にしている｡

(2)複数案務システム連携による統合設備管理システム

個別に構築,連用されてきた設備管理関連の複数シス

テムを,分散オブジェクト技術で連携させることにより,

1台のパソコン画面から統一的操作で複数の業務システ

ムを連携使用する設備管理システムの例を図5に示す｡

従来,個別に運用されてきた購買･経理や設備管理な

どの管理系システムとエンジニアリング系システムをそ

のまま活用し,分散オブジェクト技術で連携させること

により,業務が効率化し,操作性も大幅に向上する｡

(3)顧客パソコンヘの直接サービスを提供するインター

ネットバンキング

インターネットを活用して,顧客のパソコンと直結した

サービスを提供しているインターネットバンキングの例

を図6に示す｡分散オブジェクト技術を適用し,メイン

フレームのオンラインシステムをそのまま活用して新薬

〕NIX㈹佃OWSNTサーバ(ホテルシステム)

H･P-UX*

Window与.NT

ホテル予約
システム

TPBroker

データ
ベース

●現在業務の問題

･社外システム(座席,ホテル
予約など)とは個別の

オンライン端末でアクセス

･顧客サービスの質が向上,

スピードアップは困難

●新システムの概要,効果

･各店舗のパソコンから
ウェブ画面で棉索

･複数旅行商品の予約

一括発券が可能
●サービスがスピードアップ,
新商品開発のための

顧客情報も入手が容易

注:略語説明ほか

GUl(Graphjca=+ser

hterface)

*HP一UXは,米国Hewlett-

Packa｢dCompanyの

オペレーテインクシステム

の名称である｡

図4 ワンストップサー

ビスを実現する旅行業シ

ステム

既存の複数業務システム

を連携し,ワンストップサ

ービスを実現する旅行業シ

ステムの例を示す｡
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管理系システム

メインフレーム

購買･経理

システム

R/3サーバ*

設備管理
システム

固定資産管理

--一一------

､---■

ー■----■---■■■l■ ラッピンク

エンジニアリング系システム

CADサーバ

配管図
電源系統図

文書管理サーバ

設備技術

文書

■■--■

部材
官ヒ

ー_芦已

配管CAD図面

技術文書情報

(ブラウザ画面から

該当システムが動作)
機器一覧表

設備管理統合アプリケーション画面

インターネットバンキングと顧客パソコンを直結したサービスの提供

UNlX/WindowsNTサーバ

一般顧客

[コ

ザ{ノ
ラブ

□
客

顧般

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

W
W
W
サ
ー
バ

業務処理

GUl処理

プログラム

VOS3J

接続

ラッパ

ヽ
←
ヽ

[コ
[::コ

+

メインフレーム

ラッピング

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

取り引き

データベース

口座

データベース

TPBroker

凰

務サーバと連携したシステムであり,顧客パソコンと直

結した差別化サービスの提供ができるとともに,スピー

ディーな情報の提供とサービス内容の変更や追加,新サ

ービス商品の開発にも効果を発揮している例である｡

おわりに

ここでは,分散オブジェクト技術を活用した新情報シ

ステムについて述べた｡

｢日立コマース･ソリューション+としてすでに提案し

ている企業間EC(電子商取引)やインターネットバンキ

ングなどのソリューションで活用している分散オブジェ

クト技術は,今後,インターネット･イントラネットを

中心としたネットワークコンピューティング時代に向け

て,さらに幅広く適用されることが期待できる｡

日立製作所は,今後,"NetworkObjectplaza''として

体系化した製品やソリューションを提案することによ

り,企業活動や社会活動,家庭生活をさらに向上させる

ために,高信頼･高性能で使いやすいネットワーク コン

営業店

オンライン端末

●現在業務の問題

･購買･経現設備,管理,
電源図などのシステムを

個別に運用

･複数専用端末操作で運用
が複雑｡データ不整合に

よる管理ミスも発生

●新システムの概要,効果

･パソコン画面から業務が
連携動作

･各業務システムの有機的
連携による業務効率化

･データ相互の関連づけ
により,操作性も向上

●現在業務の問題

･専用オンラインのため
サービス内容の変更や

追加が困難

･店頭サービスのため
他社への優位化が困難

●新システムの概要,効果

･顧客パソコンと直結した
サービスの提供

(取引情報紹介,

クレジットカード発行など)

･新規サービス商品の早期
開発,顧客直結による

サービス向上

注:*R/3は,SAPAGの

登毒景商標である｡

図5 複数菓務システム

連携による統合設備管理

システム

複数業務システムを有機

的に連携し,業務効率を向

上きせた設備管理システム

の例を示す｡

注:略語説明

WWW(WorldWideWeb)

図6 顧客パソコンへの

直接サービスを提供する

インターネットバンキング

インターネットを活用し

た顧客パソコンヘの直接サ

ービスを提供するインター
ネットバンキングの例を示す｡

ビューティング システムの構築に貢献し,自社製品だけ

でなく,用途に応じて他社製品も組み合わせた,ベスト

なソリューションを開発していく考えである｡

以降の論文では,"Network Objectplaza''の種々の

ソリューションや基盤技術,開発技法などについて紹介

する｡
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